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学 位 論 文 内 容 の 要 冒

高齢者上腕骨通常骨折は遠位骨片が小さく強固な内固定が困難な骨折とされる｡我々は本骨折に対

して純国産の内固定材料としてONItranscondylarplate(ONIplaLte)を開発した｡その固定強度を調査す

るために屍体骨を使用した上腕骨通額骨折モデルを作成し､ONIplateと従来からよく行われている

3通りの固定方法の力学試鼓を行った｡

その結果 ONIplateと LCPreconstructionplate3.5(LCP)の固定力はほぼ同等であり､conventional

reconstructionplate3.5(CRP)と2本のCannulatedcancellousscrews(CS)の固定力は優位に低かった｡

ONIplateは強固な固定力を有する優れた内固定法である事が示唆されたが､それはONIplateが

高齢者でさえも骨梁の密な上腕骨外上頼外側面から内上原基部にかけて transcondylarserew を刺入

しさらにその screwとプレートが最終的に一体化できる一種のロッキングプレートである事によると

考えられる｡またインプラント形状およびその手術手技の面でONIplateはLCPと比較して低侵襲で

あり上腕骨通顎骨折に対する内固定法として今後も推奨されるO

論 文 審 査 結 果 の 要 冒

難治性となる傾向が強い高齢者の上腕骨通額骨折に対する治療法

として､ONIplateを利用した手術手技を開発した｡屍体骨にて骨折

モデルを作成し､ONIplateと従来用いられてきたLCP法､CRP法､

CS法の4つの方法により固定した｡そして､力学試験を行い強度に
関して4つの方法を比較した｡

その結果､他の方法と同等か､より強度な固定性が得られることが

判明した｡ONIplateの利点として､手術の簡便性､アジア人の骨形

状に適している点､プレー トが薄い点､そして合併症の少ない点が挙

げられる｡更に､今回の研究で強度の点においても優れていることが

判明した｡

今後､ONIplateはアジア人の上腕骨通額骨折の治療方法の第一

選択として脚光を浴びる可能性があり､その意味で価値ある業績と認

める｡

よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると認める｡




